
Ⅳ
・
挨
拶
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
長
大
谷
周
造

Ｖ
・
一
般
演
題
②

５
．
看
護
用
心
紗
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
杉
田
暉
道
（
逗
子
市
）

６
．
儒
学
者
朝
川
善
庵
に
あ
て
た
水
戸
徳
川
家
医
官
の
書
簡

茅
原
弘
（
津
市
）

７
．
神
経
解
剖
学
者
上
坂
熊
勝
に
つ
い
て

寺
畑
喜
朔
（
高
岡
市
）

的
Ⅵ
．
特
別
講
演

９０
山
本
宣
治
の
生
涯

ロ
言

友
吉
唯
夫
（
議
長
大
諸
誉
教
授
聖
赫
病
院
院
長
）

１鐸
Ⅶ
．
一
般
演
題
③

妬
８
・
宇
和
島
藩
医
谷
閾
腕
の
長
男
・
谷
泰
吉
に
つ
い
て
ｌ
特
に
府
立

第

大
阪
病
院
廃
止
事
件
（
明
治
塊
年
３
月
）
に
お
け
る
関
わ
り
か
ら
ｌ

土
ひ

一
三
即

谷
荘
吉
（
小
松
病
院
）

雑学
９
．
若
き
結
核
医
松
田
道
雄
小
松
良
夫
（
小
松
病
院
）

睦
皿
・
大
正
四
年
北
里
研
究
所
で
の
志
賀
潔
ら
の
講
義
録

本

田
中
祐
尾
（
大
阪
市
大
）

日1ql
1J入

昨
年
に
続
き
今
回
も
田
中
祐
尾
先
生
の
ご
配
慮
で
新
装
の
大
阪
市
立

大
学
医
学
部
本
館
を
提
供
い
た
だ
き
、
医
学
部
・
第
一
外
科
な
ど
の
ご

協
力
。
ご
援
助
を
得
て
快
適
で
充
実
し
た
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

（
長
門
谷
洋
治
）

六
月
例
会
平
成
十
年
六
月
二
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
「
医
心
方
」
に
引
用
さ
れ
る
道
書
・
仏
書
の
同
定
ｌ
「
枕
中
記
』

「
仏
説
療
痔
病
経
」
ほ
か
○
荒
尾
敏
雄
・
小
曽
戸
洋

一
、
大
田
錦
城
と
医
学
の
接
点
町
泉
寿
郎

一
、
十
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
学
派
に
よ
る
ヒ
プ
ル
ギ
ー

三
弓
巨
『
四
の
ゞ
看
護
療
法
）
に
つ
い
て
平
尾
真
智
子

九
月
例
会
平
成
十
年
九
月
二
十
六
日
（
土
）

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

神
奈
川
地
方
会
第
十
三
回
学
術
大
会
と
合
同
会

一
、
看
病
用
心
紗
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
杉
田
暉
道

一
、
金
沢
文
庫
新
出
の
古
医
書
に
つ
い
て
真
柳
誠

特
別
講
演

「
看
取
り
の
文
化
と
そ
の
歴
史
」
新
村
拓

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（

日
本
学
術
会
議
医
史
・
医
哲
学
研
究
連
絡
委
員
会
共
催
）

「
口
本
に
お
け
る
医
史
料
の
保
存
に
つ
い
て
」

井
出
研
（
神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
理
事
）

松
木
明
知
（
弘
前
大
学
医
学
部
教
授
）

酒
井
シ
ヅ
（
順
天
堂
大
学
医
学
部
教
授
）

十
月
例
会
平
成
十
年
十
月
二
十
四
日
（
土
）

｜
例
会
記
録
一
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十
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
の
ヒ
プ
ル
ギ
ー
自
署
員
唱
の
／
看
護
療
法
）
の
提

唱
者
は
、
ベ
ル
リ
ン
学
派
の
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
（
三
の
己
の
一
⑱
（
）
言
．
冨
四
昌
二

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
草
葬
の
女
医
生
澤
ク
ノ
石
原
昂

一
、
京
の
阿
闘
陀
宿
海
老
屋
の
実
態
片
桐
一
男

十
一
月
例
会
平
成
十
年
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
家
紋
か
ら
み
た
杉
田
玄
白
の
遠
祖
中
西
淳
朗

一
、
〈
医
は
意
な
り
〉
孜
ｌ
医
学
思
想
的
視
点
か
ら
Ｉ
舘
野
正
美

十
二
月
例
会
平
成
十
年
十
二
月
十
九
Ⅱ
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

日
本
薬
史
学
会
・
日
本
獣
医
史
学
会
と
合
同
会

一
、
日
本
医
史
学
会
が
創
立
さ
れ
る
ま
で
岡
田
靖
雄

一
、
日
本
の
薬
学
教
育
史
：
最
近
の
医
療
薬
学
へ
の
転
換山

川
浩
司

一
、
日
本
の
女
性
獣
医
師
に
つ
い
て
長
尾
壯
七

｜
；
例
会
鋤
銅
！
Ｉ
ヨ

十
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
学
派
に
よ
る

ヒ
プ
ル
ギ
ー
（
工
壱
三
四
①
ゞ
看
護
療
法
）
に
つ
い
て

平
尾
真
智
子

シ
昂
＆
昂
窒
‐
こ
ぎ
）
で
あ
る
。
一
八
九
○
年
代
前
半
に
ベ
ル
リ
ン
学
派

が
ラ
イ
デ
ン
博
士
を
中
心
と
し
て
こ
の
療
法
を
創
始
し
た
。

こ
の
ド
イ
ツ
の
ヒ
プ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
明
治
時
代
の
代
表
的
な

医
学
雑
誌
『
中
外
医
事
新
報
』
に
富
士
川
瀞
が
明
治
三
十
三
二
九
○
○
）

年
に
投
稿
し
た
「
知
学
的
看
護
法
」
と
い
う
文
献
に
よ
っ
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
富
士
川
は
ド
イ
ツ
語
の
《
《
弓
尉
⑱
①
三
門
冨
皀
門
言
寄
曽
］
‐

雨
己
呂
凋
①
ゞ
ゞ
の
訳
と
し
て
「
知
学
的
看
護
法
」
の
言
葉
を
使
用
し
た
。

現
在
「
知
学
」
と
い
う
言
葉
は
わ
が
国
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
ド
イ
ツ
語
の
乏
厨
⑳
①
。
の
ｏ
富
津
胃
言
は
弓
弱
め
①
一
勗
呂
島
の
形
容
訶

形
で
、
弓
尉
の
①
ロ
の
ｇ
島
の
現
代
の
訳
は
「
科
学
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
科

学
」
と
い
う
言
葉
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
は
「
個
別
学
問
」
の

意
味
で
用
い
ら
れ
、
明
治
が
進
み
近
代
日
本
の
学
問
教
育
体
制
が
整
う

に
つ
れ
て
、
今
日
と
同
じ
近
代
自
然
科
学
と
い
う
意
味
で
定
着
し
て
い

っ
た
。
富
士
川
に
よ
っ
て
三
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
「
知
学
的
看

護
法
」
に
は
、
十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
の
医
師
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
氏
の
知

学
的
看
護
法
（
ヒ
プ
ル
ギ
ー
、
］
辱
冒
『
恒
の
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
、
知
学
的
看
護
法
の
定
義
、
歴
史
、
知
学
的
療
法
に
お
け
る
知

学
的
看
護
法
の
位
置
、
知
学
的
看
護
法
の
治
療
作
用
、
知
学
的
看
護
法

の
治
療
材
料
、
知
学
的
看
護
法
の
作
用
、
結
論
と
な
っ
て
い
る
。

知
学
的
看
護
法
（
冒
の
昌
躬
の
弓
の
号
旦
三
号
①
罫
‐
煙
己
ハ
①
巨
呂
品
①
）
と
は
、

知
学
的
認
識
を
根
拠
と
し
て
、
看
護
介
補
品
（
酉
房
ョ
言
の
一
）
を
応
用
す

る
法
則
を
講
ず
る
も
の
で
あ
る
。
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
が
こ
の
法
に
「
ヒ

プ
ギ
ー
」
畠
旨
昌
四
①
）
の
名
を
つ
け
た
。

知
学
的
看
護
法
は
「
看
護
法
時
報
』
Ｒ
①
尉
呂
『
弓
冨
『
寄
目
斎
弓
．


